
子どもの心をとらえる  

広島大学総合科学部教授 上 里 一 郎  

きない子どもの心が見えて〈る。また、自分   

が子どもとどのようにかかわろうとするのか、   

自分の生き方によって子どもの見え方は異な   

ってくる。   

＜子どもの眼から世界をみる＞ 大人が子   

どもの心がよく見えないのはむしろ当然であ   

ろう。年齢も違えば、視点も異なるからであ   

る。大切なことはお互いが理解できにくいこ   

とがあることを認識することから始めること   

であろう。自分の眼から見て当たり前のこと   

を相手も当たり前だと思うと判断しないこと   

である。相手にはそれぞれ独自の見方や世界   

があることを認め尊重すること、その子の眠   

から世界を見ることに心がけたいものである。   

＜子どもとともに＞ 十どもを観察対象者   

とみるのではなく、同じレ／ヾル、目線を追っ   

てファミコンをやり泥あそびをする。一緒に   

あそび、考■え、生活を特にするのである。加   

えて、子どもを「理解する」ことは、単に技   

術ではなく、私たちに子どもを「愛する」心   

が、子どもに学ぶ心があることが前提のよう   

である。  

子どもの心をとらえる、  

子どもを「理解する」ことの大切さは教育の  

世界ではいつでも語られる課題である。しか  

し、これは意外に難しいもので、理解しよう  

と努めれば努めるほどかえって遠くなってし  

まうことが多いようである。子どもとのつき  

あいのなかから私が、自然に自戒するように  

なったことは次の4点である。   

＜子どもの動きを待つ＞ こちらから質問  

したり検査したり指導したりという働きかけ  

を穀小限にとどめ、相手か動くのをひたすら  

待つのである。時間はかかるが結果としては  

これが正道のようである。相手が動きはじめ  

たら迅速に誠実にそれに対応する。   

＜行動は心の表現である＞ 子どもの行動  

を外側から客観的にだけ見ていては子どもの  

願い、 葛藤、考えていることは見えてこない。  

乱暴したり、反抗したりして親や教師に背を  

むける子どもの姿に、助けてほしい、手をさ  

しのべてほしいという求めを、心を感じるこ  

とか大切であろう。それではじめて、「憎し  

み」としか見えない形でしか行動（表現）で  
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教師 と 生徒の人間 関係  

広島市教育センター指導主事 長 谷 川 尚 徹  

「授業の時、先生が厳しいので発言しにく  

いと感じるか」といった質問に対して、「ほ  

とんどない」「あまー）ない」と答えている生  

徒が68％、それに対して教師の60％は生徒に  

厳しい教師ととらえられていると思っている。  

「授業の時、先生か厳しいので発言しに〈いと感じますか」  

1 教師の日   

次の図形は、心理学でよく見かける幾何学  

的錯視図である。平行に並んでいる2本の横  

線は同じ長さそあり、枠のなかの幾本かの縦  

線は平行に並んだ線であるのに、長さが違っ  

たー）、平行でないように見えるから不思議で  

ある。   
生徒の反応  

＜  ＞   

＞   く  
ミューラー・リヤーの図形  

「授業の時、先生が厳しいので発言しにくいと生徒が感じて  

いると思いますか」  

教帥の反応   

これは教師が自分の授業は生徒にとって堅  

苦しく、厳しいものと受け止められていると  

感じており、一方、生徒はそれほどには感じ  

ていないことであろう。   

同じように「先生が怖いので本当の気持ち  

が言えなかったことがありますか」といった  

質問に対して、生徒の66％は「ほとんどない」  

「あまりない」と答えている。それに対して  

59％の教師は生徒に怖い教師ととらえられて  

いると思っている。   

「先生か怖いので本当の気持ちが言えなかったことがあり  

ますか」  

シェルナーーの図形   

教師が生徒とより良い人間関係を持とうと  

する暗も、教師の一方的な見方や思い込みが  

大きな落とし穴になることがある。  

2 心の交流   

教師と生徒の関係で、教師の一方的な思い  

だけでは受容しているとは言えない。「この  

生徒を受容しながら指導に努めた」というこ  

とばをよく聞くが、これだけではなんともい  

えない。生徒もそう感じたという反応があっ  

てこそ「心が通じた」と言えるのではないだ  

ろうか。   

本教育センターでは、昭和62～63年度の2  

年間で、「教師と生徒の人間関係」というテ  

ーマで教師の姿勢や生徒の受容等についての  

研究に取り組んだ。この研究の中で、教師と  

生徒の人間関係についての意識を生徒と教師  

の両者の立場から調査した。   

その結果、教師と生徒の意識の一致点や相  

違点を考察する中からいくつかの課題をとら  

えた。その一例を示すと次のようなものがあ  

る。  

3 教師と生徒の意識  

生徒の反応  

「先生が怖いので本当の気持ちが言えないと生徒か感じて  

いると思いますか」  

教師の反応  

4 生徒指導事例   

次に、教師と生徒の意識の違いを認識する  

ことにより、教師が生徒に対する理解を深め  

た事例を紹介する。  

（1）教師は生徒から拒否されていると思って   

いたが、生徒は逆に教師から受容されてい   
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ると感じていた事例  

対象生徒、中学校2年生、男イ▲  

この生徒は人懐っこい性格で友人は多い。   

しかし、落ち着きがなく、集中力に欠ける   

ため授業中、近くにいる生徒の学習を邪魔   

するなどしてトラブルを起こすこともある。  

生活面においては、家庭が面白くないよ   

うで近所に住む祖交母のところにいること   

が多い。  

教師はこの生徒の学習態度を改めさせよ   

うとして指導を続けてきたが、あまり改善   

の兆しが見られない。これは、この生徒が   

教師に対して拒否的な感情を抱いているの   

ではないかと教師が判断していたからであ   

ろう。  

しかし、調査してみると、この生徒はそ   

のようには感じてないことが分かった。自   

分の悪いところには気づいているが、なか   

なか改善できない。それを教師が何とかし   

ようとしてくれていることを理解していた。  

この事例からは、教師は生徒に対して悪   

いところを指摘すべきは指摘する。しかし、   

生徒は自分の悪いところに気づいているこ   

とを考慮に入れ、多くは言わないようにす   

る。生徒の内面を理解し、家庭内での存在   

感が薄く情緒面でも満たされなし・状況等も   

考慮に入れ、より一層受容的な態度で接す   

ることが大切であろう。  

問題行動の背景には、家庭内の満たされ   

ない人間関係が学校生括にあらわれること   

がある。教師はその背景を十分理解して生   

徒を見守る必要がある。  

（2）教師は生徒との関係を良好ととらえてい   

たため、生徒の内面的反応を確かめること   

のないかかわり方をしていた事例  

対象生徒、高等学校3年生、男子  

学力的には自信を持っているが、温厚で   

やや気弱な面がある。しかし、納得したこ   

とには積極的に取り組み最後までやりとげ   

る粘り強さを持っているので学級内はもと  

より、教師の信望も厚い生徒である。授業   

中は教師の質問や要求に対して素直に、し   

かも積極的な反応を示す。教師は授業の進   

め方等に全面的に納得しているものと思っ   

ていたが、調査してみると、教師のかかわ   

りを教師が思っているほど良好とは受け止   

めていないことが分かった。  

この事例から、教師は生徒が表す肯定的   

な言動に安心して、教師のかかわりを怠ー）   

やすくなる。 そのため内面的なこころの動   

きがとらえにく くなることが分かった。  

教師に対して肯定的な態度をとる生徒が   

必ずしも、全ての面で満足しているとは限   

らない。生徒は教師の働きかけを待ち望ん   

でいる場合もある。教師はややもすると手   

のかかる生徒に視線がいきやす〈、手のか   

からない生徒は見過ごしやすい。  

5 生徒の真の姿   

教師と生徒の意識の調査では、両者の意識  

に幾分のズレがみられた。ただ、生徒は教師  

に対して、それほど非湾的には感じていない  

のに、教師は自分の指導が生徒に拒否的に受  

け止められていると感じたケースが多かった。   

教師と生徒の意識のズレの原因のひとつと  

して、生徒の自己表現の不十分さが考えられ  

る。教師に受容されているという意識は十分  

ありながら、生徒はそれを積極的に表現しよ  

うとしないため、教師に生徒の思いが伝わっ  

ていないものと思われる。しかし、教帥は生  

徒とのコミュニケーションを探め、日々の活  

動の中で生徒の小さな反応をも鋭くキャッチ  

する感性を磨く必要がある。   

冒頭に述べたように、生徒の行動に対して、  

教師が先入観や偏った見方を持つようになる  

と、生徒の本当の姿は見えにく くなる。   

教師が生徒と同じ目の高さで接することに  

よl）、生徒の気持ちを理解しやすくなる。こ  

のような教師はいつまでも生徒の気持ちが理  

解できる教師である。  

広島市教育センター『研究紀要』第9号   
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教師と子どもの人間関係を築く   

広島市立安西中学校教諭 香 川 豊 志  

を信頼するのではないだろうか。   

次に、教師が子どもにどんな人間になって  

欲しいのかというめぎす子ども像を持つとき、  

それは『求めること』として、彼らに提示さ  

れるであろう。たとえば、「人権を守る人に  

なって欲しい」など。そして、そのめぎす子  

ども條が日々の実践にあらわれ、子どももそ  

の実践を認めている場合、それも教師への大  

きな信頼となるのではないだろうか。  

『受け入れること』と『求めること』   

教師が子どもに接する場合、この2つの姿  

勢のバランスをうまくとる必要がある。『受  

け入れること』ばかりにウエイトをおいてい  

ると、子どものわがままを肋鼓し、子どもに  

とって「甘いだけの教師」になり、規律がな  

くなってしまう恐れがあるし、逆に『求める  

こと』ばかー）にウエイトをおいていると「厳  

しいだけの教師」になり、子どもは反発する  

か、自発的な行動ができなくなる恐れがある。  

以上のことをまとめると、次のような図に示  

すことができる。  

子どもは、家族・友達・教師など彼らをと  

りまく様々な人との関係の中で生活している。  

これらの関係が子どもの発達に大きく関わる  

ことは言うまでもない。特に、教師は子ども  

との良好な人間関係を築く努力、そして同時  

に、こわさない努力が必要である。   

教育センターで行われた『教師と子どもの  

人間関係』についての共同研究に参加し、教  

師との人間関係が「良好」、「普通」、「改善を  

要する」と思われる子ども達に調査をした。  

その中で、私が服装などについてしばしば注  

意をする十ども、つまり、私としてはあまり  

人間関係が良好でないと思っていた子どもの  

回答には、予想とは大きく違う点があった。  

それは、彼らが管理的なものよりも、受容的  

なものを感じておト）、そんなに人間関係が悪  

いとは思っていないように答えている点であ  

る。これは、休憩時間や掃除時間など、いろ  

いろな場面で彼らと、友達、家族、クラブ活  

動のことなどについて自由に話をしているか  

らではないかと思う。もし、このような会話  

がないままに指導をしていたとしたら、子ど  

もはこのような回答はしなかったのではない  

だろうか。  

信頼される教師であること   

良好な人間関係は、子どもの教師への信頼  

からできるもので、その信頼は教師の「子ど  

もへの思い」と、 「日々の実践」から生ずる  

ものである。   

一人ひとー）の子どもを大切にしようという  

思いを持とうとするなら、子どもの人格を認  

め、『受け入れること』が必要ではないだろ  

うか。悩み、苦しんでいる子どもに対し、ど  

こまでその子の気持ちを理解しようと努力す  

るか。その努力がみえたとき、子どもは教師  

国 教師と子どもの人間関係  

しかし、実際には一人ひとりの子どもの性  

格は違うし、また、家族、友達などとの関係  

によって、教師との関係も左右されることが  

多い。やはー）、できるだけ多く子どもの声に  

耳を傾ける努力をしなければならないのでは  

ないだろうか。   
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㌫y－▲－d  

＝教育相談室から ＝  

④  おこたえします  
（わ  

のに、いちいちみんなで騒ぎたてるようにす  

るので腹がたってわぎとゆっくりした。   

担任：A君は学級の仲間に対して疎外感を  

持っている。そのことを考えて、A君にもみ  

んなにも仲間意識を育て、お互いに助け合う  

仲間づ〈りをしていきたいと考えて指導した。   

担任に反抗する生徒  

Q 中学2年生の1学期までは目立たな  

いおとなしい生徒だったA君に、2学期  

噴から服装や態度に気にかかることが目  

につくようになり、注意することが多く  

なってきました。   

私の注意に対して、少しずつ反抗的な  

態度を示すようになるとともに学級の仲  

間からも離れ、授業が始まっても他の学  

級の生徒と外でウロウロし、教室になか  

なか入ってこないようになりました。ど  

のように指導したらよいでしょうか。  

中学生になると、思っていることや感じて  

いることが複雑で、しかもデリケーートになっ  

てきます。ですから、表すことばや行動の背  

景も複雑になってきますが、自己表現は不器  

用です。自分にとても自信がなかったり、周  

囲を気にしたi）して、かえって相手にうまく  

意思が通じないことが多いのです。このこと  

がきっかけになって、教師と生徒の気持ちの  

すれ違いが起こってくるのです。   

教師は、生徒のサインを読み取り、安心し  

て自己主張できるような援助指導が必要にな  

ってきます。   

A君が自信なくあいまいな態度を示すこと  

が多〈なるにつれて、教師から見れば、根気  

がなく怠けた態度に見えるようになってきた  

ようです。そうした目でA君を注意するため  

に、A君の教師に対する信柏感は失われてい  

き、反抗的な行動が助長されたようです。   

こうした時期には、教師としては、次のよ  

うな姿勢が必要になってきます。   

○ どの生徒にも公平に接すること   

○ 生徒の言動を受容すること   

○ 生徒に考える間を与えるように教師が  

待つゆとりを持つこと   

生徒の声にちょっと耳を傾けるゆとりが、  

ぜひ必要です。   

広島市教育センター主任指導主事 宮河 治   

A A君に対する担任の指導の2つの事例を  

取り上げ、A君と担＿任の言い分を対比してみ  

ます。   

〔事例り A君：少し頭痛がするので保健  

室にいかせてくださいと言うと、少しぐらい  

がまんできるだろう、もっとまじめにやれと  

言われ、保健室に行かせてもらえなかった。  

まじめにやっている者には、そんなことを言  

わない。同じように頭痛がしても、ぼくには  

厳しい。   

担任：何事にも根気がなく、すぐ怠けよう  

とする。甘〈していると、ますます勝手なこ  

とをする。少しでも耐件をつけていくにはあ  

る程度厳しく指導しないとだめだ。   

〔事例2〕A君：夢中で遊んでいて教室に  

入るのが少し遅れた。教室では先生がみんな  

に、Aが入ってこないと授業は始められん、  

みんなで何とかしろと言われた。遅れたが急  

いで教室に入ろうとしたとき、2人の女子が  

呼びにきた。みんなが待っているから早く入  

って来いと言った。ほっといてくれればいい  
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部  事業等  職  名  氏  名   担 当 業 務  

所   長  真金  明  所務総括  

次   長  原H  力  所務管理・執行   

庶  主   任  畑野孝治  部内総括、施設設備の維持・管理  

理               緯   管               琴   う三   事  来海谷恭√  即］、給与、文書処理、経理等   
理  主   事  服部和之  予算、決算、経理等   

ヰ任指導÷事  手て河  れ  部内総括、障害l且教育、教育相談  

指導上事  升h己好博  特別活動、同和教市、社会教fF  

第  教                    指導主事  長谷川尚徹  ＋．徒指導、教子細1談   

台  指導主事  松川J′ 二  ず校数青史編さん  

相  指導主事  佐々木l、J〕美  幼稚園教育  
研  

指導主事  ∴原綿降  生徒指導、教育相談  

部  報  指導主事  （寺削ニほP．寺止  教育相談  

修  
教育相談月  未森一男  教育相談  

教育相談員  ケ、保印 澄  教育相談   

十仕指導iヰ  植原紘治針  乱内総括、外匡ほ吾（英語料  

第  個什          指導上事  民有糾昭  算数f斗、数学科    ′Tt   指1 

臼  ヰ二事  松浦克子f  教育⊥学、視聴′迂教育   

研  黎資  指導」工事  財津伸r▲  国語科   

修  育料 関整  指導主事  ．土i竹邦昭  社会科、遺徳   
部  係備  研修指導員  中田昭吾  教育L字、視聴覚教育  

凶吾資料室嘱託  穂川 久恵  図書資料関係事務   

主任指導主事  

家庭＝、技術・家庭＝  

第  帥  

指導主事  西川 月詣］二  理千‥ト  
研  

修  
帽  

研修指導員  氾L拙家瓜  理科  

研佗指導員  木j㍉蕗明  家庭科、拉術・寄廃刊  指導主事   

今年度前期は次の5名の先生一方が、それぞ  

れの専門分野で研修を進めておられます。  

＊国語科教育：竹中宏昌教諭（古出小）   

研修題目：知的感動に導く説明文の指導法  

に関する研究  

＊理科教育：愛甲良文教諭（川内小）   

研修題目：放送番組を利用した理科学習指  

導法の研究  

＊技術・家庭科教育：江田英俊教諭（職町中）   

研修題目：「情報基礎」領域の題材の取り  

扱いに関する研究  

＊道徳教育：木川恵子教諭（日浦中）   

研修題目：価値の主体的自覚を促す指導過  

程に関する研究  

＊特別活動：穐山和也教諭（原小）   

研究題目：連帯感を育てる学級集会活動の  

指導法に関する研究  

＊離退任  

～在任中はおせわになりました～  

橋本郁主任指導主事（亀崎中学校教頭へ）  

苧里川孝行主任（広島工業高等学校主任へ）  

・？一川慧指導主事（亀山南小学校教諭へ）  

加藤良明研佗指導員（退職）  

lJ」中隆治教育相談員（退職）  

石原幸江数台相談員（退職）  

＊就 任  

～どうぞよろしく～  

畑野孝治主任（市教委学事課から）  

苦竹邦昭指導主事（山本小学校から）  

三原裕隆指導主事（国泰寺中学校から）  

未森一男教育相談員 （前江波中学校長）  

久保田澄教育相談員（前皆実小学校長）  

木戸義明研修指導員（前中広中学校教諭）  

L兼）は兼務  

題 字 広島市立中野小学校長 世木田照彦  

表紙絵 広島市立五日市観音中学校獅貞 高藤 博行  

～広島市現代美術鮨⊥   

ヘンリー・ムーア（イギリス）作「ア【チ」  

回回回回   
本年度最初の所報をお届けします。今  

回は「教師と子どもの人間関係」につい  

て特集しました。教育実践に役立ててい  

ただければ幸いです。   


